
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
   

 

トンネル補助工法向けウレタン系注入材 
高浸透高強度ウレタン注入材（AGSR‐PXG）はポリオールとポリイソシアネートを混合することに
より発泡固化する材料であり、高い浸透性と優れた固結特性を有している地盤固結材です。 
当社の取扱う一般的なウレタン注入材（AGSR‐PSG）に比べ浸透性が高いため、開口幅の
狭い⻲裂性地⼭や透⽔係数の低い砂質地⼭においても改良体の形成が期待できます。 

● 優れた湧⽔抵抗性 
湧水環境化で希釈されにくく、確実な発泡による地⼭改良が可能  

注入材の仕様 
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● 優れた地⼭改良効果 
・一般的なウレタン注入材に比べ低粘度かつロングライズのため、浸透性に優れ、ボルトや鋼管周辺の限定改良が可能      
・シリカレジンに比べさらに高い発泡圧⼒のため、⻲裂性地⼭の微細クラックにも浸透改良が可能 
・シリカレジンに比べさらに高い接着性のため、岩塊や⼟砂の剥落防⽌効果に優れる 
・シリカレジンに比べさらに高い強度特性のため、岩塊や⼟砂を取り込んだ⾼強度の改良体形成が可能 

 

注入材の特⻑ 
 

 性能比較 
 ● 浸透性比較(一次元浸透性) 

● 改良体体積比較  

体積比）⾼浸透⾼強度ウレタン︓シリカレジン＝172︓100 

NETIS 登録番号︓KT-230204-A 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

フジモリ産業株式会社 
http://www.fujimori.co.jp 

《販売元》 
東京 東京都新宿区⻄新宿 1-23-7（新宿ﾌｧｰｽﾄｳｴｽﾄ 10F） 〒160-0023 TEL︓03-5339-8531 FAX︓03-5908-0281 
大阪 大阪市中央区淡路町 4-2-13（ｱｰﾊﾞﾝﾈｯﾄ御堂筋ビル 12F）

 

〒541-0047 TEL︓06-6228-3864 FAX︓06-6228-3886
東北 宮城県仙台市⻘葉区中央 4 丁目 6-1 SS30 3F〒980-6003 TEL︓022-263-1591 FAX︓022-223-0067
九州 福岡市博多区冷泉町 10-23（博多冷泉町ビル 5F）〒812-0039 TEL︓092-262-8521 FAX︓092-262-6750

 主な用途 
 

⾼浸透⾼強度ウレタン注入材（AGSR-PXG）は『⼭岳トンネル⼯法におけるウレタン注入の安全管理に関するガイドライン』に適合した材料で安全性の⾼い材料ですが、
合成化学品ですので取扱いには下記の点にご注意下さい。また、SDS を発⾏いたしますので内容をよくご確認下さい。 
1.危険物の分類 
  A 液︓危険物第四類第三石油類  
  B 液︓危険物第四類第四石油類 
  火気の取扱い、貯蔵保管は消防法にしたがって取扱い下さい。 
2.保護具の着用 
  注入作業中は手や目にかからない様に注意し、必ず保護メガネや保護手袋・有機ガス用保護マスクを着用して下さい。 
3.作業環境の換気 
  注入作業中は坑内及び作業場の換気を⼗分に⾏う措置を講じて下さい。 
4.薬液の使用について 
  薬液は噴霧状、吹付け、蒸気の状態での使用は避けて下さい。 
  また、発泡時に発生するガスの殆どが二酸化炭素ですが、吸入すると咳込み等の症状を起こすことがありますので、発泡中や発泡直後の 
  フォームに顔を近づけることは避けて下さい。 

また、注入作業中はリーク物が飛散する可能性があるので飛沫がかからぬ様に注意して下さい。 
  注入管側と注入機側との連絡内容を⼗分に確認して作業を実施するようにして下さい。 
5.火気の取扱い 
  注入作業中は作業現場付近に火気を絶対に近づけないで下さい。 
  注入後のボルト・注入管のガス溶断は、一酸化炭素等の有害ガスの発生や、火災の危険性がありますので、絶対に⾏わないで下さい。 
  切断にはパイプカッターかディスクカッターを使用して下さい。 
6.応急処置 
  ⽪膚に付着した時はすみやかに石鹸水で洗い落とし、目・⿐・⼝等に入った時は多量の水でよく洗って下さい。 
  アレルギー症状や痛みを感じたときには出来るだけ早く専門医の診察を受けて下さい。 
7.貯蔵および保管 
  密栓の状態で通常 6 ヶ⽉位は品質の低下はありませんが、⾼温多湿・直射⽇光を避け、極⼒冷暗所に保管して下さい。 
  特に注入作業時のトラブルを未然に防ぐため、施⼯直前の温度管理には⼗分注意が必要です。 
  開缶後は出来るだけ早く使用し、原液に水が入らない様に注意して下さい。 

 注入設備 
 

 取扱い注意事項 
 

※注入設備は代表的な設備を記載しているため、実際の仕様と異なる可能性があります 

天端補強⼯ 

脚部補強⼯ 
側部補強⼯ 

切⽻補強⼯ 

ロックボルト⼯ 
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